
 
地域密着型金融の取組事例 2010年 10月 

佐賀県口蹄疫対策緊急支援資金の創設（佐賀県）JA バンク佐賀 

タイトル 佐賀県口蹄疫対策緊急支援資金の創設  
          JA 名 JA バンク佐賀（佐賀県） 

１ 動機 

（経緯） 

 

 

 

 

 宮崎県の口蹄疫の発生に伴い、家畜市場の閉鎖等により子牛・子豚の出荷がで

きない畜産農家を支援するため、県が短期の運転資金を融通する「佐賀県口蹄疫

対策緊急支援資金」を創設しました。 

これに伴い、県が佐賀県農業近代化資金取扱要領第 4 条第 1 項第 8 号に、知事

特認資金として本資金を定めたことを受けて、JA グループ佐賀でも取扱を開始

し、畜産農家の経営維持・安定を図っています。 

 

２ 概要 

 

 

 

 

①資金使途：家畜市場閉鎖中における畜産経営の維持・安定に必要な運転資金 

②取扱期間：平成 22年 6月 14日～家畜市場が再開された日の月末まで 

③基準金利：2.85％【債務者負担 0％、県利子補給 2.85％】 

④償還期限：平成 22年 10月 29日まで 

⑤貸付限度：個人及び法人ともに 1経営体当たり総額 500万円以下 

⑥担保・保証：無担保・無保証（必要により基金協会の債務保証） 

 

３ 成果 

（効果） 

 

 

平成 22年 6月末時点で実績はありません。 

 

４ 今後の 

予定（課題) 

 

県内の畜産農家に限定した入札方式によるセリが開始されているため、現時点

では新たな対策等は検討しておりませんが、今後状況に応じて必要な対策につい

て検討してまいります。 

 

 


